
脊椎すべり症

不安定性のある腰椎すべり症や腰椎分離症などに対しては後方より

椎体間に骨移植を行い、椎弓根スクリューというスクリューを用い

て補強しています（後方椎体間固定術）。症例によっては側方進入

前方固定術という手術をおこうこともあります。

移植骨ケージ

腰椎後方椎体間固定術

上位脊椎が下位の脊椎に対して後方または前方に転位した状態をいいます。


	スライド 8

